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一般財団法人新潟県建設技術センター 

令和 4 年度研究助成事業（活動部門）実績報告書 

 

長生橋ライトアップの充実と長生橋フォーラム開催事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年２月 

 

長生橋を愛する会 

長生橋 2022 年度ライトアップ               長生橋構造見学会 
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■申請事業名： 長生橋ライトアップの充実と長生橋フォーラムの開催事業 

 

■活動の趣旨・目的 

 選奨土木遺産である長生橋は長岡の景観を代表する土木構造物である。長生橋ライトアップは長岡地

域振興局の協力のもとに「長生橋を愛する会」が主体となって実施し、令和 3 年度はオリンピックカラ

ーのライトアップで開始し、コロナウイルス感染症の特別警報などの発令により紫・赤色のライトアッ

プを行うとともにオレンジ（認知症）・ブルー（糖尿病）などの啓発カラーで実施した。令和 4 年度はラ

イトアップをさらに充実・定着させたとともに、長生橋をより深く理解する構造見学会やフォーラム、第

2 回フォトコンテストを開催し、長生橋と信濃川、長岡の魅力を広く世界に発信した。 

 

■令和 4 年度実施事業 

1．講演会・点灯式 

 令和 4 年度は総会に引き続き「長生橋講演会」を実施し、

講演会後、長生橋からの中継によるライトアップ点灯式を行

った。カラーはウクライナの平和への願いを込めてウクライ

ナの国旗カラーで開始した。 

点灯式は長生橋からの中継映像（ＮＣＴに依頼）により

19:00 のカウントダウン点灯（点灯は第四電設）とした。 

★4 月 22 日（講演会・点灯式）参加者：55 名 

  会場：アオーレ長岡 市民交流ホールＢ・Ｃ 

■長生橋を愛する会総会 17:30～18:00 

■講演会（18:00～18:50） 

  講演：「長岡地域の交通ネットワークと長生橋の役割」 

講師：水上 淳氏（長岡地域振興局地域整備部 副部長） 

■長生橋ライトアップカウントダウン点灯式（19:00） 

長生橋からＮＣＴ121ch で中継、アオーレ長岡ナカド 

 マ大型ビジョンでカウントダウン点灯 

 

2．長生橋ライトアップの充実 

 令和 4 年度は、ロシアのウクライナへの軍事侵攻によるウクラ 

イナ危機に対し、長岡市民としてささやかながら戦争反対の意思 

表明、戦争犠牲者の慰霊、ウクライナの平和への願いを込めてウ 

クライナ国旗の色のライトアップで開始した。 

その後、6 月には環境省の要請を受け、環境の日グリーンライ 

トアップキャンペーンに呼応した「グリーン」。また、再開された 

長岡花火大会では、ナイアガラ大瀑布・正三尺玉打ち上げ直前に長 

生橋ライトアップ点灯を長岡花火財団と協議して行うなどライトア 

ップの充実を図った。 

講演会・点灯式チラシ 

長生橋講演会 

点灯式 
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令和 4 年度のライトアップの実績は以下のとおりである。 

  ・4 月 22 日～5 月 31 日：ウクライナ国旗カラー（戦争反対・犠牲者慰霊・ウクライナの平和） 

  ・6 月 1 日～6 月 30 日：グリーン（環境の日（6 月 5 日）グリーンライトアップキャンペーン） 

  ・7 月 1 日～8 月 31 日：虹色（明日への希望） 

   （8 月 1 日は消灯：（長岡空襲の日・慰霊） 

   （8 月 2 日・3 日は長岡花火大会で点灯：花火大会終了後、深夜 12 時まで点灯） 

  ・9 月 1 日～9 月 30 日：オレンジ（認知症啓発活動・オレンジリング） 

  ・10 月 1 日～10 月 31 日：虹色（明日への希望：新潟県建設業協会長岡支部と協働） 

  ・11 月 1 日～11 月 30 日：ブルー（糖尿病啓発活動・ブルーサークル） 

  ・12 月 1 日～12 月 8 日：ホワイト（真珠湾攻撃の日（8 日）・慰霊と平和） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日への希望（虹色 10/1～10/31） 

認知症（オレンジ 9/1～9/30） 

糖尿病（ブルー11/1～11/30） 

ウクライナカラー（4/22～5/30） 

慰霊・平和（ホワイト 12/1～12/8） 

環境（グリーン 6/1～6/30） 

希望：虹色（7/1～8/31、10/1～10/31） 

2022.4.24 新潟日報 2022.5.15 橋梁通信 
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3．長生橋構造見学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日時：令和 4 年 9 月 25 日（日）14:00～16:30 

■参加者：44 名  講師・スタッフ：25 名 

■主催：長生橋を愛する会／新潟県長岡地域振興局／ 

（一社）新潟県建設業協会長岡支部 

■構造見学会内容 

・高所作業車による長生橋見学 

・長生橋の歴史説明 

・長生橋の構造詳細説明 

・信濃川の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022.10.8 新潟日報 
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４．長生橋フォーラム 2022「信濃川治水 100 年・歴史と長生橋 補修工事から見える素顔」 

■趣旨 

 今年度の長生橋ライトアップはロシアのウクライナ

への軍事侵攻によるウクライナ危機に対し、長岡市民

としてささやかながら戦争反対の意思表明、戦争犠牲

者の慰霊、ウクライナの平和への願いを込めてウクラ

イナ国旗の色のライトアップで開始した。6 月は環境

省の環境の日グリーンライトアップキャンペーンに呼

応した取り組みを行い、また長岡花火大会では明日へ

の希望を込めた虹色ライトアップ点灯で多くの花火鑑

賞者に感動を与えるなど、着実に長生橋の存在を発信

してきているものと考える。 

 本フォーラムでは大河津分水通水 100 年を迎えた

信濃川治水と地域の関りや信濃川の舟運を通じて長生

橋の歴史を理解するとともに、昼間交通止めにして本

格的に実施されている長生橋補修工事の設計と実際の

施工から長生橋の新たな価値を見出そうとするもので

ある。なお、昨年に引き続き実施している長生橋フォ

トコンテストの表彰式を併せて行った。 

高所作業車スタッフ 講師陣 

安全帯装着 
アンケート結果 
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長生橋フォーラム 2022 

■主催：長生橋を愛する会／ 

（一社）新潟県建設業協会長岡支部 

■後援：新潟県長岡地域振興局、 

国土交通省信濃川河川事務所、長岡市 

■日時：令和 4 年 12 月 21 日（金）13:00～16:45 

■会場：アオーレ長岡市民交流ホールＡ   

■参加者：60 名 ■参加費：無料 

 

■プログラム（13:00～16:30） 

 開会挨拶：長生橋を愛する会理事長 渡辺千雅 

 来賓挨拶：国土交通省信濃川河川事務所長 今井 誠様 

 来賓挨拶：長岡市副市長 大滝 靖様 

1． 長生橋フォトコンテスト表彰式 

・表彰式（12 作品・12 名）：表彰状授与 

・講評：審査員代表  

長岡造形大学視覚デザイン学科教授 松本明彦氏 

2． 長生橋フォーラム 2022 

・講演①「長生橋の歴史と信濃川の舟運」 

    講師：長岡戦災資料館アドバイザー 星 貴氏 

・講演②「長生橋の構造と補修設計について」 

講師：㈱構造技研新潟設計部長 板井高志氏 

・講演③「長生橋補修工事の施工について」 

講師：㈱越後交通鉄工所現場代理人 長瀬賢一氏 

・講演④「大河津分水通水 100 年記念事業を通じて、 

地域と信濃川との関りについて思うこと」 

   講師：国土交通省信濃川河川事務所長 今井 誠氏 

 

５．第 2 回長生橋フォトコンテスト 

■趣旨： 

３代目長生橋は長岡のシンボルとして 80 年以上愛され続けている。「長生橋を愛する会」では長生橋

に新たな魅力を付け加えたいと 2017 年の初ライトアップ以降、市民力で継続点灯するとともに、長生

橋に親しんでもらうための活動に取り組んでいる。 

「より多くの視点で長生橋の魅力を再発見してもらいたい」との思いから、昨年に引き続き第 2 回フォ

トコンテストを実施した。 

■主催：長生橋を愛する会  

■後援：新潟県長岡地域振興局、信濃川河川事務所、長岡市、ＢＳＮ、ＮＳＴ、TeＮＹ、ＵＸ、ＮＣＴ、

ＦＭながおか 80.7、新潟日報社、長岡新聞社 
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■募集期間 2022 年 12 月 10 日（土）まで 

■応募要領 

・単写真に限る。 

・合成写真や著しく画像処理された写真は不可。 

・写真に人物が写っている場合は応募に際して 

必ず本人の承諾を得ること。 

・一人 2 点まで。 

・応募作品は返却しない。 

■著作権・所有権・使用権等について 

・著作権は撮影者に帰属。 

・所有権・使用権は長生橋を愛する会に帰属。 

・利用期限は無期限、無償で利用できるものとする。 

■応募状況と入選作品 

 長生橋フォトコンテストには長岡市内のアマチュ

アカメラマン、一般市民、高等学校写真部などの皆様

から 51 点の応募があった。12 月 12 日に審査会を

開き最優秀賞 1 点、優秀賞 3 点、入選 8 点の 12 作

品を選考した。 

 12 月 21 日に開催した「長生橋フォーラム 2022」において表彰を行った。 

【選考作品】 

 最優秀賞             

 

 

 

 

 

 

 

 

優秀賞（3 点） 

 

 

 

 

 

 

 

 
優秀賞「鉄橋の朝広がる」 長谷川繁雄    優秀賞「平和を願う」 池田勝晃     優秀賞「長生橋の背丈まで」 樋口 勲  

最優秀賞「癒しの真ん中」 吉岡義和   
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入選（8 点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【審査会・表彰式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォトコンテスト審査会 

 

 

 

フォトコンテスト講評   

入賞作品展示 

↑会場 

←アオーレ   

「白菊」 星正太郎   

「おはよう長岡」 川上大貴   

「長生橋の見守り鳥」 山本清孝  

「早朝のファンタジー」 中村博恭  

「6 月のファンタジー」 木津幸雄   

「Sunset」 大竹楓翔            「キセキ」 森 信輔         

  「薄明」 田村彩有美 
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【情報発信】■㈱NCT 特別番組「長生橋ライトアップ 2022」・「ニュース番組ゲッキン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■長生橋フォトコンテスト・卓上カレンダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長生橋魅力発信ツール（卓上カレンダー）   

          ㈱エヌ・シィ・ティ特別番組 「長生橋ライトアップ 2022」 

㈱ＮＣＴニュース「ゲッキン」長生橋歩道橋清掃              構造見学会 
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■長生橋を愛する会ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


